
令和8年9月修了
Completion in

September

令和9年3月修了
Completion in

March

学生
Student

専攻長，専攻・講座，指導教員
研究科長，研究科教授会

教務委員会
BEEF+ 作業

①専攻長は，開催日時，場所，発表
者の氏名，研究題目を公示する。

（研究経過発表会）
(Interim Presentation)

②専攻・講座は，研究経過発表会を
開催する。

③専攻長が，研究経過発表会実施報
告書を研究科長（教務学生係）に提
出する｡

④研究科長は，研究経過発表の
認定を行う｡

6/12(金)
まで

12/1(火)
まで

①学生は，指導教員に修士論文審
査申請書（データ）を提出する。
The student must submit the
Request for Examination of
Master’s Thesis (data) to the
supervisor.

5/29(金)
まで

11/17(火)
まで

①’指導教員は専攻長へ早期修了候
補者を推薦する。

6月中旬 12月上旬
②’当該専攻長は早期修了審査委員
会を設置し，早期修了に値するか判
定する。

6/25(木)
まで

12/14(月)
まで

②指導教員が修了予定者修士論文審
査委員名簿（データ）と修士論文審
査申請書（データ）を教務学生係に
提出する。
なお，早期修了者に値する者がいる
場合は，早期修了適用資格審査報告
書を研究科長（教務学生係）に提出
する。

教務：BEEF+「特定課題演習Ⅱ-2
（コードは分野毎に異なる）」
に修論提出場所を作成する。ま
た、特定課題演習Ⅱ-2を修得済
み（履修登録なし）の過年度生
を、BEEF+に手動で追加する。

7月中旬 1月初旬
③教務委員会は，修士論文審査
委員候補者(案)を作成する。

早期修了
Early

Completion
7/24(金) 1/8(金)

③’学科長・専攻長会議は早期
修了適用資格の最終判定を行
う。

7/24(金) 1/8(金)
④研究科教授会は，修士論文審
査委員会を設置する。

主査：副査に他の教育研究分野
の教員がいる場合、自分野の
BEEF+「特定課題演習Ⅱ-2」に手
動で追加する。

教務：学位論文審査依頼の送信
時（1月上旬）に、BEEF+で副査
を追加する操作方法を示す。

8/3(月)
16:00
まで

2/1(月)
16:00
まで

⑤提出期限時刻までに、学生は指
導教員に審査用修士論文（データ
又は冊子）を提出する。
By the submission deadline, the
student must submit the
master’s thesis (data or
booklet) for review to the
supervisor.

学生：提出期限までにBEEF+上に
修士論文PDFファイル（保護パス
ワード設定）を提出。保護パス
ワードを主査の教員に連絡す
る。（※最終日にBEEF+に不具合
が生じた場合は、主査にメール
で提出するよう指示。）

主査：副査に保護パスワードを
共有する。

（修士論文発表会）
(Master’s Thesis Presentation)

⑥専攻長は，公示のうえ，修士論文
発表会を開催する｡

（最終試験）
(Final Examination)

⑦修士論文審査委員会は，最終試験
を行う。

⑧修士論文審査委員会は，最終試験
の結果について，専攻会議に報告す
る｡

8/19(水)
まで

2/17(水)
まで

⑨修士論文審査委員会は，修士論文
審査結果報告書及び修士最終試験報
告書を研究科長（教務学生係）に提
出する｡

8月下旬～
9月初旬

2月下旬～
3月初旬

⑩教務委員会は学位授与判定案
を作成する。

9/4(金) 3/8(月)
⑪研究科教授会は，学位授与の
可否を判定する｡

⑫研究科長は，修士論文審査結
果を学長に報告する。

9/25(金) 3/25(木)
学位記授与

Degree Award
⑬修士論文の最終電子版pdfデータ
を、指導教員が教務学生係に提出。

早期修了
Early

Completion

8月上旬
～8月中旬

2月上旬
～2月中旬

学位記授与式
Degree Award

Ceremony

修士論文審査
Master's
Thesis

Examination

令和8年度 修士論文審査日程 Master's Thesis Examination Schedule

項目

研究経過発表会
Interim

Presentation
原則として入学
１年後からの半

年間
As a rule, for
half a year

from one year
after

admission

原則として入学
１年後からの半

年間
As a rule, for
half a year

from one year
after

admission


